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＝
表
面
記
事
の
参
考
資
料
＝ 

       

〇
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト 

・
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
施

設
で
あ
る
こ
と
を
認
知
で
き
、
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
方
が
体
調
が

悪
化
し
た
場
合
、
相
談
窓
口
に
連
絡
す
る

こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
受
け
ら
れ

ま 

す
。 

〇
お
送
り
す
る
メ
ー
ル
文
（
例
） 

            

〇 

注
意
事
項
等 

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
異
な
り
ま
す
の
で
、
訪
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
等
で
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

・
以
前
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
施
設
で

も
、
訪
問
す
る
度
に
読
み
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
読
み
込
ん
だ
日
時
を
基
準
に
該
当

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。） 

・
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
利
用
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
な

ど
は
取
得
し
ま
せ
ん
。
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
み
管
理
し
ま
す
。） 

・
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に

確
認
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。
確
認
メ

ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は 

登
録
が
で
き

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
数
で
す
が
、
再
度
ご
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。 

・
北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
は

「@
p

re
f.h

o
k

k
a
id

o
.lg

.jp

」
か
ら
お
届
け

し
ま
す
。
ド
メ
イ
ン
に
よ
る
受
信
制
限
等

の
解
除
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・ 

登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、
北
海
道
コ
ロ
ナ
通
知
シ
ス
テ
ム
の
事

業
目
的
に
の
み
使
用
し 

そ
れ
以
外
の
目

的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。 

ま
た
、

登
録
の
２
ヶ
月
後
に
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
消

去
し
ま
す
。 

・ 

風
評
被
害
を
抑
止
す
る
た
め
、
該
当

施
設
は
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

お
問
い
合
わ
せ
に
も
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
の 

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

（
道
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
転
載
） 

役
員
永
年
勤
続
・
環
境
美
化
表
彰
の
皆
さ
ん
へ 

感
謝
の
拍
手
を
贈
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

永
年
の
貢
献
に
感
謝
し
ま
す
＝ 

役
員
永
年
勤
続
者
表
彰 

小
坂
恭
一
様
（
５
年
勤
続
・
交
通
部
長
） 

元
山
民
明
様
（
５
年
勤
続
・
同
副
部
長
） 

 

日
頃
の
献
身
的
な
活
動
に
感
謝
＝ 

環
境
美
化
表
彰 

宮
越 

吉
光 

様
（
３
区
） 

水
上 

千
代
子
様
（
27
区
） 

＊
以
上
２
つ
の
表
彰
は
例
年
総
会
の
場
で

顕
彰
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
個
別

に
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。 

 

『ZOOM』を使ってコミュニケーション 

北郷東町内会副会長 三枝木秀男 

渓
流
釣
り
の
楽
し
み 

  

６
月
中
旬
、
記
者
は
思
い
も
よ
ら
ず

釣
り
た
て
の
「
ヤ
マ
メ
」「
イ
ワ
ナ
」

を
い
た
だ
き
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
ま

し
た
。
自
粛
下
で
、
屋
外
に
出
る
の

は
お
ろ
か
自
然
に
親
し
む
機
会
が
な

か
っ
た
者
に
は
、
い
っ
そ
う
“
天
然

の
味
覚
“
と
し
て
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
渓
流
釣
り
の
師
匠
、
澤
田

祐
一
さ
ん
に
そ
の
楽
し
み
を
寄
稿
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
Ｃ
） 

私
の
釣
り
は
、
海
釣
り
に
始
ま
り

川･

湖
と
多
種
多
様
の
釣
り
を
し
て

き
ま
し
た
。
ふ
り
返
る
と
五
十
年
以

上
に
も
な
り
ま
す
。
始
め
た
頃
は
毎

週
出
か
け
、
新
し
い
釣
り
場
を
捜
し

た
も
の
で
す
。
特
に
、
渓
流
釣
り
は

毎
年
６
月
１
日
の
解
禁
日
が
楽
し

み
で
、
前
年
の
積
雪
や
気
温
の
変

化
、
桜
の
開
花
時
期
、
山
の
残
雪
を

見
極
め
て
川
に
入
り
ま
す
。
以
前
は

道
内
各
地
河
川
の
「
５
万
分
の
一
地

図
」
を
頼
り
に
釣
場
を
捜
し
た
も
の

で
す
。
天
塩
川
水
系
、
浜
頓
別
・
雄

武
方
面
、
道
南
遊
楽
部
（
ゆ
う
ら
っ

ぷ
）
水
系
、
日
高
地
方
な
ど
な
ど
。

片
道
４
～
５
時
間
か
け
、
一
泊
し
た

り
の
釣
り
歩
き
で
し
た
。 

 

昔
の
仲
間
も
高
齢
と
な
り
、
最
近

は
近
い
と
こ
ろ
で
体
力
に
合
わ
せ

て
無
理
の
か
か
ら
な
い
釣
場
を
、
過

去
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
す
。 

 

５区 澤田 祐一さん 
(写真提供：三枝木秀男さん) 

Syasinn  「
見
え
な
い
」「
居
る
か
居
な
い
か

分
ら
な
い
」
相
手
で
す
か
ら
、
気

温
・
水
温
・
水
量
を
見
な
が
ら
の

対
戦
で
す
。
釣
れ
た
と
き
は
格
別

で
す
。
細
い
竿
・
糸
に
手
応
え
を

感
じ
た
瞬
間
、
釣
り
上
げ
る
ま
で

の
緊
張
感
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
。

大
物
で
は
25

cm
の
山
乙
女
（
ヤ
マ

メ
）
、
35

cm
の
ア
メ
マ
ス
。
糸
が
切

れ
る
か
、
竿
や
針
が
折
れ
る
か
の

戦
い
で
す
。
５
分
10
分
？
の
駈
引

き
が
あ
り
、
釣
り
上
げ
た
時
は
最

高
で
す
。
ま
た
、
魚
籠
（
ビ
ク
）

に
入
ら
な
い
ほ
ど
釣
れ
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
渓
流
釣
り
は
数

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
渓
谷
で
は
清

流
の
囁
き
、
蝉
の
声
、
時
に
は
ウ

グ
イ
ス
の
声
を
聞
き
な
が
ら
糸
を

垂
れ
て
い
る
時
が
、
最
高
に
幸
せ

な
時
間
で
す
。 

だ
か
ら
、
清
流
で
美
し
い
山
乙

女
に
会
う
た
め
、
渓
流
釣
り
は
ま

だ
ま
だ
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

メ
ー
ル
文
（
例
） 

「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
の
行
動
歴

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
が
訪
れ

て
い
た
施
設
を
同
じ
日
に
利
用
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
旨
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
同
じ
施
設
を

利
用
し
て
い
て
も
、
ど
の
程
度
近
く
に

お
ら
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、 

あ
な
た
に
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。 

シ
リ
ー
ズ 

趣
味
人 

コロナウィルス感染騒動で「テレワーク」「在宅仕事」が一気

に普及しています。直接顔を合わせることなく情報交換し、共

同作業をすることができるからです。一対一の画像を伴う電話

は iPhone、MacPC であれば Facetime で、アンドロイド携帯、

WindowsPC であれば Skype などあらかじめ装備されているも

のを使うことができます。複数の参加者が同じ画面で話し合う

ことができ比較的簡単ということで現在急速に普及しているの

は「ZOOM」というアプリ（特定の機能を持ったソフトウェア）

です。これはどんな機種でもダウンロードして使うことができ

ます。しかも小規模人数で３０分ないし４０分程度使う場合は

無料です。広報部、会館運営委員会の何人かは実際に使ってみ

ることができました。初めての経験であり不慣れなところもあ

りますが十分会議として使える実感を確認できています。この

未曽有の災害の中、新しい試みを町内会の中に広げる意義は小

さくないでしょう。各部、各委員会、各区などの場でできると

ころからこの便利な道具を使ってみようではありませんか。 

委
員
長 

三
枝
木
秀
男
（
副
会
長
）
、
委
員 

東 

正
則
（
厚
生
部
長
）
、
同 

小

坂
恭
一
（
交
通
部
長
）
、
同 

長
井
和
徳 

(

総
務
部
長)

、
同 

藤
崎
光
子
（
環
境

部
）、
同 

中
山
眞
也
（
防
犯
部
長
）
、
同 

本
間
知
幸
（
青
少
年
部
長
）
、
同 
森

田
典
子
（
交
通
部
）
、
同 

五
野
井
勉
（
２
区
）、
同 

中
嶋
良
子
（
２
区
）
、
同 
鈴

木
信
子
（
21
区
）、(

事
務
局
）
伊
藤
覚 

右：師匠の澤田祐一さん 

左：弟子の三枝木さん 

 

令
和
２
年
度
の
北
郷
東
会
館
運
営
委
員
を
紹
介
し
ま
す
（
所
属
） 

賞状を受取る役員永年勤続の元山さん 

クーラーＢＯＸから溢れ

るイワナとヤマメ 

http://www8.plala.or.jp/kitagohhigashi/

